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夏の棚田と生きものたち 
 

６月１９日、市立鳳来寺山自然科学博物館主催《あいち森と緑づくり環境活動・学
習推進事業》により「上島田の棚田」と「四谷の千枚田」の市内２カ所で生物多様性
を学ぶ現地ツアーが博物館友の会の小椋克好会長と同館学術委員の小山舜二を講師に
行われた。 
学習内容 
 棚田は、傾斜地にある水田を言う。傾斜がきつい土地で、狭い水田が規則的に集約
し、それらが一望のもとにある場合は千枚田とも呼ばれる。 
 日本の稲作の適地は、水が豊富で、かつ、水はけが良い土地で、江戸時代以前では、
傾斜の少ない沖積平野は稲作に向いていなかった。そのため、水はけの良い傾斜地に
棚田を作って耕作することが一般的であった。近世以降は灌漑排水技術が向上し、現
在では、傾斜の少ない河川下流域の平野に稲作が多く広がっている。 
 棚田は食料生産の場としての機能のほかに、雨水の保・貯留による洪水防止、水源
の涵養、多様な動植物や貴重な植物の生息空間としての役割、また、美しい景観をか
もしだし、人々の心に潤いを与えてくれる。 
 棚田の米は美味しい。その理由として平坦地に比較して昼夜の温度差が大きく、稲
がゆっくり熟すこと、水源が近いため水の中の微量元素が多く、汚れが少ないこと。
刈り取った稲は「はざ干し」で日光と、寒暖の差の恵みを受け、じっくり乾かすこと
などが美味しい理由にあげられる。 

生物多様性を学ぶ現地見学会 
 

『島田の棚田』 
 島田の棚田は豊川支流巴川上流の島田川沿い 
にあり、現在、耕作されているのは上島田集落 
(標高 360m～付近)が最も多く、集落から柿平橋 
までに 85枚、下流の坂角橋までに 10枚、島田 
神社から中島田に 29枚ある。上島田の棚田を除 
いて島田川の山沿いの棚田には植林された杉林 
が目立つ。上島田は花崗岩で積まれておりほと 
んどが加工された石で、石垣が大変整って見え、 
見れば見るほど先人たちの棚田への思いが伝わ 
ってくる。なお、岸辺は急傾斜地のため、三面 
張りになっており魚影は見えない。 
 沿道にはササユリが可憐に咲きかけていた。 
『四谷の千枚田』 
 日本の棚田百選の一つ。四谷の千枚田は、鞍 
掛山を背に見事な景観を醸し出している。谷に広がる棚田を支える石垣は、すべて現地の転石を利用
して組まれている。岩石の種類はデイサイト(石英安山岩)やピッチストーン(松脂岩)などの火山岩類
である。千枚田は、何千年にもわたって何度も繰り返し起こった土石流によって運ばれたものと考え
られる。最後の土石流は明治 37年 7月 10日の長雨で大量の土砂が土石流(山津波)となって沢沿いの            

棚田と民家を打ち壊し 11 名の尊い命を奪う大災害
を引き起こした。 

                       鞍掛山(883m)に降り注いだ雨は、濁りも汚れも知
らない湧き水となり、棚田全体を潤す命の水となる。  
 農家戸数 23戸、保全支援 3グループは 360アール、
420 枚、一枚当たりの水田面積は 0.9 アールに満た
ない小さな田んぼを責任感を持って保全している。 
棚田を耕す連谷地区の人々は先祖が築いて連綿と

守ってきた偉大な財産の棚田を受け継ぎ、次の世代
に向けて守り続けている。棚田の保全、むらづくり
に取り組む連谷地区は、小さい集落ながらもその活
動が全国に注目されている。 
「上島田の棚田」と「四谷の千枚田」にはモリア

オガエルの卵塊が至るところでみられた。 
四谷の千枚田では「生きものと共生した体にやさ

しい米づくり」を推奨。田んぼや沢にはオタマジャクシやタニシ、ドジョウなどが多く生息。食の安
全が実感された。 



I lo
ve

千
枚
田
～
感
謝
を
込
め
て 

 
今
年
も
六
月
に
開
催
さ
れ
た
「
灯
そ
う

千
枚
田
／
お
田
植
え
感
謝
祭
」。 

 

第
一
回
目
に
市
長
と
共
に
お
招
き
い

た
だ
き
、
二
回
目
に
は
、
灯
を
と
も
す
お

手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

畦
に
並
べ
ら
れ
た
ロ
ウ
ソ
ク
に
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
手
で
次
々
と
火
が
入
れ

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
全
て

が
と
も
さ
れ
た
時
、
千
枚
田
は
す
っ
か
り

姿
を
変
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は

素
晴
ら
し
い
幽
玄
の
谷
に
。
可
憐
な
光
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
揺
れ
て
、
は
か
な
く
も

美
し
い
空
間
を
創
り
上
げ
て
い
た
の
で

す
。 

 

近
く
で
見
る
灯
火
は
小
さ
い
な
が
ら
、

温
か
く
、
か
わ
い
ら
し
く
頑
張
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
集
ま
っ
た
時
、
そ
れ
ま

で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ア
ー
ト
の
よ
う

な
場
を
演
出
す
る
の
で
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
昼
の
千
枚
田
も
同
じ
で
す
。

夏
は
丁
寧
に
植
え
ら
れ
た
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
苗
が
若
々
し
い
グ
リ
ー
ン
の
モ
チ

ー
フ
を
。
秋
は
収
穫
を
待
つ
た
わ
わ
な
稲

穂
が
お
ち
つ
い
た
イ
エ
ロ
ー
の
輝
き
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

そ
う
、
こ
の
千
枚
田
が
、
多
く
の
方
た

ち
の
ご
苦
労
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
す
。 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
頑
張
り
が
ひ
と
つ

に
な
っ
た
時
、
そ
こ
に
は
大
き
な
誇
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
か
け

が
え
の
な
い
地
域
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。

千
枚
田
に
た
ず
さ
わ
る
皆
様
の
ご
苦
労

に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、C

P
O
10

を
機
に
、
世
界
の
人
々
に
四
谷
の
千
枚
田

の
素
晴
ら
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
よ
う
祈

っ
て
お
り
ま
す
。 

穂
積
孝
子 

こ
ど
も
農
学
校 

 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
で
は
毎
年
、
六
十
五
人
規

模
の
小
学
生
を
募
り
、
農
業
体
験
を
実
施

し
て
い
る
。 

そ
の
、
一
環
と
し
て
「
四
谷
の
千
枚
田
」

で
は
高
橋
庄
一(

顧
問)

の
お
世
話
で
田
植

え
、
生
育
調
査
等
、
収
穫
ま
で
の
稲
作
を

通
し
た
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。 

                 

 

七
月
三
日
、
参
加
し
た
こ
ど
も
達
は
千

枚
田
の
入
り
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
班
を

編
成
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
所
々
に
設
け
た
「
お

米
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
」
と
題
し
た

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
実
習
田
に
到
達
。

自
ら
が
植
え
た
早
苗
の
成
長
調
査
を
行

っ
た
。 

ツ
ア
ー
客 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
始
め
か
ら
関

東
圏
の
観
光
客(

主
に
神
奈
川
、
東
京)

が

バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
み
、
頻
繁
に
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と 

・
茶
臼
山
高
原
の
芝
桜
→
四
谷
の
千
枚
田

→
三
谷
温
泉(

泊)

の
コ
ー
ス
。 

・
「
き
っ
か
け
」
市
観
光
協
会
か
ら
「
四

谷
の
千
枚
田
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
手
。

と
り
あ
え
ず
七
月
ま
で
を
企
画
。
募
集
人

員
に
よ
り
一
台
か
ら
四
台
を
運
行
。 

「
客
の
評
判
」
素
晴
ら
し
い
光
景
だ
。
よ

く
、
残
し
て
く
れ
た
。
ご
苦
労
が
多
い
こ

と
と
思
う
が
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

絶
景
と
癒
し
を
感
じ
る
心
の
ふ
る
さ

と
だ
。
等
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三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
縁
で
、
名

古
屋
を
中
心
と
し
た
四
世
帯
、
十
五
名
が

労
働
奉
仕
と
癒
し
を
求
め
て
訪
れ
た
。 

 

入
梅
の
真
っ
最
中
、
朝
ま
で
降
っ
た
雨

も
上
が
り
涼
風

の
な
か
、
田
の
草

取
り
を
サ
ッ
サ

と
仕
上
げ
、
目
的

の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
と
相
成
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

棚
田
談
義
の
な

か
、
自
動
販
売
機

を
置
か
な
い
強

い
意
志
と
、
ゴ
ミ

が
無
い
こ
と
が

話
題
と
な
っ
た
。

＝
こ
れ
だ
け
の

器
量
を
持
っ
た

棚
田
に
ゴ
ミ
は

あ
わ
な
い
よ
＝ 

  

最
近
、
千
枚
田
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
外

国
人
が
ち
ょ
く
ち
ょ
く
見
ら
れ
る
。 

い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
て
も
、
イ
ン
グ
ル
ッ

シ
ュ
が
話
せ
な
い
棚
田
の
百
姓
で
も
大

丈
夫
。
外
国
人
は
日
本
語
が
話
せ
る
か

ら･･･

《
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
来
訪
者
》 

                 

納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

八
月
七
日(

土)

、
連
谷
公
民
館
主
催
の

盆
踊
り
が
連
谷
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ

ま
す
。
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

行 
 

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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文  

責 

小 

山 

舜 

二 

国
際
的
に
な
っ
た
千
枚
田 

都
市
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